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資料に目を通す斎藤会長（左）と時盛事務
局長＝文京区小日向の青少年健康センター
で

　精神医学や心理学の専門家らでつくる公益社
団法人「青少年健康センター」（文京区小日
向）が福祉の向上に尽くした個人や団体をたた
える「第４６回毎日社会福祉顕彰」を受賞し
た。設立から約３０年にわたり、悩める若者と
家族を支援し続けてきた。近年は文京区、世田
谷区、台東区から、若者の社会参加応援事業を
受託している。斎藤友紀雄会長（８０）は「地
道な活動が信頼を得た」と手応えを口にした。

　引きこもりや不登校が社会問題化し始めた１
９８０年代。解決策として、その子どもたちを
集団生活や体罰で更生させようとする動きが出

始めた。これに対し、センター初代会長の故稲村博・一橋大教授は専門的な支援の必要性を
訴え、関係者とともに８５年に設立した。

　当事者に寄り添うため、８８年には若者の居場所として文京区にデイケア施設の茗荷谷ク
ラブを開設。演劇やスポーツでコミュニケーションを学び、協力企業での短時間就労体験を
通して少しずつ自信を取り戻させた。施設の「卒業生」同士が結婚した例もあり、斎藤会長
は「うれしかった。今後こういう自立するケースが増えると思う」と期待する。

　思春期特有の問題と見られていた引きこもりは、今では４０代以上へも拡大。高齢化した
家族からの相談も少なくない。時盛昌幸事務局長（４０）は「今後は複数の分野の専門家、
地域ボランティアらによる立体的な支援が必要」と指摘。「我々の仕事は若者の未来をつく
ること。こんなにやりがいのある仕事はない」と胸を張る。

　また、斎藤会長は「いつの時代でも若者は心の危機に直面しやすい。自殺予防は永遠の課
題」として、１２年から自殺予防の無料電話相談「クリニック絆」（０３・５３１９・１７
６０）を始めた。希望すれば、精神科医とも話せることが特徴だ。相談は月～金曜午後１～
６時、精神科医への相談は土曜午後２～６時。【谷本仁美】
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